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家
康
、
江
戸
の
構
築

　

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）、
徳
川
家
康
は
秀
吉
か
ら
関
八
州
（
相
模
、
武
蔵
、
上
野
、
下

野
、
上
総
、
下
総
、
安
房
、
常
陸
）
を
授
か
っ
た
。
家
康
は
家
臣
か
ら
江
戸
へ
の
国
替
え

は
猛
反
対
を
受
け
た
が
、
小
田
原
、
鎌
倉
の
地
で
な
く
太
田
道
灌
が
構
え
て
い
た
江

戸
城
を
本
拠
地
と
し
た
。
江
戸
城
の
東
と
南
は
海
、
西
は
茫
々
た
る
萱
原
の
関
東
平

野
湿
地
帯
で
あ
っ
た
が
、
家
康
は
こ
の
地
に
未
来
が
あ
る
と
、
心
の
な
か
で
描
い
て

い
た
。

　

門
井
慶
喜
の
小
説
『
家
康
、
江
戸
を
建
て
る
』（
祥
伝
社
・
２
０
１
８
）
は
、
流
れ
を
変

え
る
、
武
蔵
小
判
の
流
通
金
貨
の
制
度
化
、
小
石
川
・
神
田
上
水
の
飲
み
水
を
引
く
、

伊
豆
か
ら
巨
石
で
石
垣
を
積
む
、
天
守
を
起
こ
す
、
の
５
話
か
ら
な
る
。
流
れ
を
変

え
る
で
は
、
伊
奈
忠
次
に
命
じ
、
利
根
川
の
流
路
を
東
遷
さ
せ
治
水
・
水
運
を
図
り
、

江
戸
へ
の
関
東
北
部
か
ら
の
物
資
の
流
通
の
円
滑
化
を
図
り
、
農
地
の
開
発
が
進
む
。

　

鈴
木
理
生
著
『
江
戸
は
こ
う
し
て
造
ら
れ
た
―
幻
の
百
年
を
復
原
す
る
』（
筑
摩
書

房
・
２
０
０
０
）
で
は
、
江
戸
の
近
世
都
市
づ
く
り
の
特
徴
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を

挙
げ
て
い
る
。

①
江
戸
は
日
本
人
社
会
が
初
め
て
臨
海
低
地
に
意
識
的
・
継
続
的
に
都
市
を
造
っ
た

場
所
で
あ
る
。
海
を
埋
め
立
て
海
上
へ
の
進
出
を
図
っ
た
。
当
時
、
唯
一
の
大
量
輸

送
手
段
と
し
て
の
水
運
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

②
江
戸
前
島
を
開
削
し
、
そ
の
土
で
日
比
谷
入
江
を
埋
め
立
て
る
。
運
河
・
船
入
堀

を
造
る
。
臨
海
の
埋
め
立
て
地
の
国
づ
く
り
は
飲
料
水
の
自
給
で
き
な
い
都
市
と
な

っ
た
。
そ
の
結
果
、
神
田
上
水
・
玉
川
上
水
に
お
け
る
引
水
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
さ
ら
に
低
平
地
部
の
下
水
処
理
を
優
先
し
た
。

③
大
江
戸
形
成
ま
で
は
家
康
―
秀
忠
―
家
光
―
家
綱
の
四
代
70
年
に
及
ぶ
大
建
設
だ

っ
た
。

　

そ
の
都
市
開
発
を
見
て
み
る
。

（
１
）
天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
―
行
徳
の
塩
輸
送
の
沿
岸
運
河
小
名
木
川
・
新
川
の
位

置
を
確
定
。
行
徳
―
江
戸
間
開
通
。
道
三
堀
工
事
着
手
。
天
正
19
年
（
１
５
９
１
）
大

久
保
主
水
、
小
石
川
上
水
を
引
く
。
文
禄
２
年
（
１
５
９
３
）
下
総
小
見
川
―
江
戸
間

米
の
舟
送
・
内
川
回
し
の
最
初
。

（
２
）
慶
長
11
年
（
１
６
０
６
）
石
船
建
造
―
菱
垣
廻
船
の
成
立
、
翌
年
江
戸
城
本
丸
工

事
、
元
和
２
年
（
１
６
１
６
）
家
康
没
、
翌
年
日
光
東
照
社
に
祀
ら
れ
る
。
元
和
７
年

（
１
６
２
１
）
赤
堀
川
・
新
川
通
り
の
開
削
。

（
３
）
寛
永
６
年
（
１
６
２
９
）
荒
川
を
入
間
川
へ
瀬
替
え
。
寛
永
10
年
（
１
６
３
３
）

江
戸
川
開
削
。
寛
永
年
間
（
１
６
２
４

−

１
６
４
４
）
神
田
上
水
通
水
。
承
応
２
年
（
１

６
５
３
）
玉
川
上
水
開
削
。
寛
文
11
年
（
１
６
７
１
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
河
村
瑞
賢
が

「
東
廻
り
」「
西
廻
り
」
航
路
を
開
く
。
天
和
２
年
（
１
６
８
２
）
江
戸
川
に
関
所
新
設
。

な
お
、
伊
東
潤
の
小
説
『
江
戸
を
造
っ
た
男
』（
朝
日
新
聞
出
版
・
２
０
１
６
）
は
、
瑞
賢

の
江
戸
の
都
市
計
画
・
日
本
大
改
造
を
描
く
。

江
戸
・
東
京
の
川

　

尾
河
直
太
郎
著
『
江
戸
・
水
の
生
活
誌
―
利
根
川
・
荒
川
・
多
摩
川
』（
新
草
出
版
・

１
９
８
６
）
は
、
利
根
川
・
荒
川
・
多
摩
川
に
お
け
る
、
次
太
夫
堀
、
利
根
川
の
改
修
、

鬼
怒
川
・
小
貝
川
分
離
、
新
田
造
り
、
江
戸
を
支
え
た
利
根
川
の
河
岸
、
新
河
岸
川

の
河
岸
を
論
じ
な
が
ら
、
江
戸
あ
る
い
は
江
戸
時
代
の
人
と
水
の
か
か
わ
り
を
追
求

す
る
。
す
な
わ
ち
、
自
然
の
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
た
生
活
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
大
切
に

し
た
。
水
流
と
い
う
無
公
害
・
ロ
ー
コ
ス
ト
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
舟
運
や
水
車

な
ど
に
巧
み
に
利
用
し
た
。
江
戸
と
そ
の
周
辺
の
農
村
は
、
生
産
さ
れ
た
も
の
を
た

ん
に
消
費
す
る
だ
け
で
な
く
、
都
市
の
カ
マ
ド
灰
や
古
金
物
が
肥
料
や
農
具
の
原
材

料
と
な
る
と
い
う
よ
う
に
、
生
産
―
消
費
―
生
産
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
環
で
結
ば
れ
て

い
た
。

　

東
京
の
川
研
究
会
編
著
『「
川
」
が
語
る
東
京
―
人
と
川
の
環
境
史
』（
山
川
出
版
社
・

２
０
０
１
）
は
、
利
根
川
水
系
江
戸
川
・
中
川
の
境
界
に
刻
ま
れ
た
川
、
荒
川
水
系
荒

川
・
隅
田
川
の
暮
ら
し
と
憩
い
へ
、
多
摩
川
水
系
玉
川
上
水
・
多
摩
川
の
武
蔵
野
を
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見
つ
め
た
川
、
独
立
河
川
石
神
井
川
・
神
田
川
・
目
黒
川
の
都
市
東
京
を
捉
え
る
。

　

飯
野
頼
治
著
『
東
京
の
川
を
歩
く
―
地
図
で
た
ど
る
里
川
・
用
水
・
緑
道
』（
さ
き
た

ま
出
版
会
・
２
０
１
５
）
は
、
川
歩
き
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
た
20
年
間
の
河
川
探
索
の

労
作
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
東
京
都
内
の
平
地
を
流
れ
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
里
川
・

用
水
・
運
河
で
あ
る
。
暗
渠
の
里
川
は
、
緑
道
と
し
て
復
活
し
た
も
の
を
捉
え
て
い

る
。
大
河
の
荒
川
・
利
根
川
水
系
は
都
内
を
流
れ
る
部
分
を
挙
げ
る
。
多
摩
の
里
川

と
用
水
と
し
て
、
秋
川
・
平
井
川
、
浅
川
、
谷
地
川
、
乞
田
川
、
仙
川
、
丸
子
川
を

捉
え
る
。
新
河
岸
川
へ
そ
そ
ぐ
里
川
と
し
て
、
前
川
、
空
堀
川
、
黒
目
川
、
白
子
川
、

落
合
川
を
挙
げ
る
。
23
区
内
の
里
川
・
緑
道
・
運
河
と
し
て
、
善
福
寺
川
、
日
本
橋

川
、
渋
谷
川
、
呑
川
、
目
黒
川
、
北
十
間
川
、
小
名
木
川
、
仙
台
堀
川
、
大
横
川
、

大
場
川
、
小
松
川
境
川
を
歩
く
。
１
０
２
河
川
、
１
２
３
コ
ー
ス
、
総
歩
行
距
離
約
１

１
０
０
㎞
で
あ
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
ユ
ニ
オ
ン
編
『
東
京
の
川
と
水
路
を
歩
く
』（
実
業
之
日
本
社
・
２
０
１
２
）

は
、
下
町
か
ら
山
の
手
、
武
蔵
野
、
奥
多
摩
に
か
か
わ
る
楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
川
巡
り

ガ
イ
ド
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン
タ
ー
編
『
東
京
の

川
め
ぐ
り
』（
山
海
堂
・
２
０
０
０
）
は
、
東
京
の
川
・
全
34
コ
ー
ス
に
つ
い
て
カ
ラ
ー
地

図
に
て
表
示
し
、
散
策
で
き
る
。

　

菅
原
健
二
編
著
『
川
跡
か
ら
た
ど
る
江
戸
・
東
京
案
内
』（
洋
泉
社
・
２
０
１
１
）
に
は
、

初
め
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
そ
も
そ
も
臨
海
都
市
と
し
て
成
立
し
た
江
戸

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
水
面
が
あ
っ
た
。
自
然
の
川
と
し
て
は
浅
草
川
（
隅
田
川
）、
日

本
橋
小
網
町
付
近
を
河
口
と
し
た
旧
石
神
井
川
、
井
の
頭
池
・
善
福
寺
池
・
妙
正
寺

池
を
水
源
と
し
て
日
比
谷
入
江
に
そ
そ
い
だ
平
川
（
神
田
川
・
日
本
橋
川
の
原
形
）、
江

戸
城
内
か
ら
日
比
谷
入
江
に
そ
そ
い
だ
局
沢
川
、
四
谷
・
赤
坂
付
近
を
水
源
と
し
た

汐
留
川
、
金
杉
と
い
う
州
を
形
成
し
た
古
川
（
上
流
は
渋
谷
川
）
な
ど
だ
」。
市
民
生
活

を
支
え
た
神
田
上
水
、
玉
川
上
水
、
運
河
網
の
水
辺
空
間
は
、
昭
和
初
期
ま
で
数
多

く
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
大
震
災
、
戦
災
や
都
市
の
発
展
で
、
川
と
人
々
の
生

活
の
か
か
わ
り
方
が
変
わ
っ
て
き
た
。
本
書
は
江
戸
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
東
京
の

変
貌
を
、
川
と
水
辺
の
変
容
か
ら
見
直
し
て
い
る
。

　

同
著
『
川
の
地
図
辞
典
　
江
戸
・
東
京
／
23
区
編
』（
之
潮
・
２
０
０
７
）、
同
著
『
川

の
地
図
辞
典
　
多
摩
東
部
編
』（
之
潮
・
２
０
１
０
）
は
、
す
べ
て
の
河
川
を
網
羅
し
て

い
る
。

水
の
都 

江
戸
・
東
京

　

東
京
は
水
の
都
で
あ
る
。
陣
内
秀
信
編
『
水
の
東
京
』（
岩
波
書
店
・
１
９
９
３
）
に
、

東
京
は
水
と
と
も
に
生
き
る
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
と
あ
る
。
戦
後
、
水
の
都

の
破
壊
と
喪
失
を
経
験
し
た
が
、
そ
の
再
生
の
兆
し
が
見
え
は
じ
め
、
佃
島
、
隅
田

川
、
臨
海
部
、
都
心
、
下
町
、
山
の
手
に
お
け
る
東
京
の
水
風
景
を
描
く
。

　

同
著
『
東
京
の
空
間
人
類
学
』（
筑
摩
書
房
・
１
９
９
２
）
は
、
早
く
か
ら
東
京
が
水
の

都
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
な
が
ら
、
徹
底
的
に
東
京
を
歩
き
そ
の
都
市
構
造
を
解
明

し
て
い
る
。
山
の
手
で
は
坂
や
崖
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
、
鎮
守
の
森
や
屋
敷
の
み

ど
り
、
下
町
で
は
掘
割
や
橋
、
路
地
や
店
先
を
歩
き
、
そ
れ
ら
は
立
派
な
歴
史
的
な

要
素
な
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
世
界
に
も
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
都
市
空
間
を
つ

く
り
出
し
て
い
る
と
分
析
す
る
。

　

陣
内
秀
信
＋
法
政
大
学
陣
内
研
究
室
編
『
水
の
都
市 

江
戸
・
東
京
』（
講
談
社
・
２
０

１
３
）
で
は
、
①
地
形
を
読
み
、
そ
れ
に
手
を
加
え
な
が
ら
水
の
循
環
を
考
え
て
つ
く

り
だ
さ
れ
た
江
戸
城
・
内
濠
・
外
濠
。
東
京
の
母
な
る
川
隅
田
川
、
江
戸
の
幹
線
水

路
日
本
橋
川
、
人
工
的
に
開
削
さ
れ
た
神
田
川
。
②
計
画
的
に
江
東
・
墨
田
の
仙
台

堀
川
・
小
名
木
川
。
③
近
代
の
埋
立
て
で
物
流
・
産
業
基
盤
と
し
て
形
成
さ
れ
た
港

南
臨
海
部
・
佃
島
・
月
島
。
④
江
戸
市
中
の
飲
料
水
、
新
田
開
発
に
寄
与
し
た
玉
川

上
水
、
さ
ら
に
目
黒
川
、
善
福
寺
川
、
多
摩
川
、
府
中
、
日
野
ま
で
の
水
空
間
を
追

う
。
野
川
で
は
水
辺
の
空
間
を
市
民
の
手
に
と
、
そ
の
再
生
活
動
に
迫
る
。

　

法
政
大
学
エ
コ
地
域
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
編
『
外
濠
―
江
戸
東
京
の
水
回
廊
』（
鹿
島
出

版
会
・
２
０
１
２
）
の
初
め
に
お
い
て
、
陣
内
は
、「
東
京
都
心
の
眠
る
外
濠
の
価
値
の

再
発
見
で
、
武
蔵
野
台
地
が
東
に
張
り
出
す
突
端
に
江
戸
城
＝
皇
居
を
配
し
、
そ
の

周
り
に
は
、
高
低
差
に
し
た
が
っ
て
、
水
が
循
環
す
る
内
濠
・
外
濠
が
つ
く
ら
れ
た
。

さ
ら
に
そ
の
西
側
に
大
き
く
広
が
る
山
の
手
の
高
台
に
も
起
伏
が
多
く
地
形
と
密
接

に
結
び
つ
く
形
で
中
小
の
河
川
や
用
水
路
が
流
れ
、
ま
さ
に
江
戸
東
京
の
全
体
に
変

化
に
富
む
水
の
都
市
が
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
」
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ほ
ど

の
水
と
緑
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
広
大
な
空
間
を
も
つ
都
市
は
東
京
以
外
に
は
存
在
し

な
い
と
い
う
。

　

高
道
昌
志
著
『
外
濠
の
近
代
―
水
都
東
京
の
再
評
価
』（
法
政
大
学
出
版
局
・
２
０
１
８
）

の
対
象
と
す
る
外
濠
は
、
江
戸
城
の
総
構
え
を
成
す
巨
大
な
水
辺
空
間
の
掘
割
に
関

す
る
役
割
の
変
遷
を
追
求
す
る
。

水
路
運
河
を
巡
る

　

東
京
の
水
路
運
河
を
巡
る
書
を
次
の
よ
う
に
挙
げ
て
み
る
。
石
坂
善
久
著
『
東
京

水
路
を
ゆ
く
』（
東
洋
経
済
新
報
社
・
２
０
１
０
）、
石
坂
善
久
ほ
か
著
『
水
路
を
ゆ
く
』（
イ

カ
ロ
ス
出
版
・
２
０
１
０
）、
中
江
克
己
著
『
江
戸
の
「
水
路
」
で
た
ど
る
！
　
水
の
都 

東
京
歴
史
散
歩
』（
青
春
出
版
社
・
２
０
１
８
）、
小
林
紀
晴
著
『
写
真
で
愉
し
む
東
京

「
水
流
」
地
形
散
歩
』（
集
英
社
・
２
０
１
８
）、
岡
本
哲
志
著
『
川
と
掘
割
“
20
の
跡
”
を

辿
る
　
江
戸
東
京
歴
史
散
歩
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
・
２
０
１
７
）、
内
田
宗
治
著
『「
水
」
が

教
え
て
く
れ
る
　
東
京
の
微
地
形
の
秘
密
』（
実
業
之
日
本
社
・
２
０
１
９
）。
田
原
光
泰

著
『「
春
の
小
川
」
は
な
ぜ
消
え
た
か
』（
之
潮
・
２
０
１
１
）
で
は
、
渋
谷
川
に
見
る
都

市
河
川
の
変
遷
を
追
求
す
る
。
そ
し
て
、
岩
井
是
道
著
『
滅
び
ゆ
く
水
の
都
江
戸
・

東
京
』（
之
潮
・
２
０
１
３
）
は
よ
み
が
え
る
水
路
と
橋
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

江
戸
の
人
口
の
推
移
を
た
ど
る
と
、
１
６
０
３
年
ご
ろ
徳
川
家
臣
団
を
中
心
に
６
万

人
、
そ
の
30
年
後
に
は
武
士
、
町
人
合
わ
せ
て
約
30
万
人
、
１
７
０
０
年
ご
ろ
に
は
１

０
０
万
人
に
達
す
る
。
人
口
の
増
加
は
、
江
戸
に
お
け
る
都
市
イ
ン
フ
ラ
が
充
実
し
、

瑞
賢
に
よ
る
「
東
廻
り
」「
西
廻
り
」
の
航
路
が
確
立
し
、
日
本
に
お
け
る
流
通
形
態

が
成
立
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
。


